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２
不便で元気な武良づくり

武
良（
む
ら
）は
、
中
村
地
区
の
総
称
と
し
て
古
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
表
現
で
す
。自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
表
す
こ
の
言
葉
の
響
き
の
ご
と
く
、
こ
こ
で

は
、地
元
の
各
団
体
が
連
携
組
織
を
つ
く
り
、独
自
の
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
武
良
づ
く
り
企
画
実
行
委
員
会
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
の
組
織
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
今
年
10
月
、
総
務
省
と
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
が
行
う「
過
疎
地
域
自
立

活
性
化
優
良
事
例
表
彰（
今
年
度
は
全
国
で
８
団
体
）」に
お
い
て
、
全
国
過
疎
地
域
自
立
促

進
連
盟
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

様
々
な
問
題
を
抱
え
る
全
国
の
過
疎
地
域
が
、
自
立
し
活
性
化
し
て
い
く
た
め
の
ひ
と

つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

連
携
が
大
き
な
力
に

都
会
と
比
べ
て
不
便
だ
と
思
う
こ
と
で

も
、
視
点
を
変
え
れ
ば
自
慢
に
も
な
る･

･
･

そ

ん
な
発
想
で
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
お
こ
し
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
武
良
づ
く
り
企

画
」で
す
。

中
心
と
な
る
活
動
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
、

武
良
自
治
会
、
さ
ざ
え
村
、
お
ふ
く
ろ
の
里
、

古
民
家
『
幸
』
、
ポ
レ
ポ
レ
文
化
村
。
そ
れ
ぞ

れ
、
中
村
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思

い
を
持
っ
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
魅
力
的
な
活

動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
段
は
別
の
活
動
を
し
て
い
る
こ
れ
ら
の

団
体･

グ
ル
ー
プ
が
、
「
自
立
の
た
め
の
地
域

づ
く
り
」
と
い
う
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
進

ん
で
お
り
、
そ
の
連
携
、
結
束
力
が
、
武
良
づ

く
り
企
画
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
グ
ル
ー
プ
が
主
体
に
な
り
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
と
、
他
の
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ

が
自
然
と
集
ま
り
、
協
力
し
な
が
ら
実
行
に

移
す
、
そ
う
い
う
関
係
が
武
良
づ
く
り
企
画

の
自
慢
で
す
。

地
域
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
へ

「
武
良
づ
く
り
企
画
」
に
よ
り
、
各
団
体
・

グ
ル
ー
プ
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
企

画
段
階
か
ら
の
参
加
者
が
増
え
、
豊
富
な
ア

イ
デ
ア
や
意
見
が
こ
れ
ら
の
活
動
を
常
に
進

化
さ
せ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
も
、
個
々

の
グ
ル
ー
プ
の
個
性
を
尊
重
す
る
の
が
武
良

流
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
自
分
た
ち
の

持
つ
個
性
を
活
か
し
て
関
わ
る
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
『
武
良
オ
リ
ジ
ナ
ル
』
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

武
良
づ
く
り
企
画
は
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
集
団
で
も
あ
る
の
で
す
。

目
指
す
の
は
小
さ
な
自
治
体
づ
く
り

こ
の
活
動
の
本
質
は
、
飾
ら
な
い
普
段
の

生
活
の
中
に
あ
り
ま
す
。
部
門
に
こ
だ
わ
ら

な
い
自
由
な
発
想
で
地
域
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
を
克
服
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
す
。

そ
し
て
、
め
ざ
す
の
は
、「
小
さ
な
自
治
体
」

を
形
成
す
る
こ
と
。
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
は
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
精
神
で
、

自
立
へ
の
道
を
探
っ
て
い
る
武
良
づ
く
り
企

画
。
次
頁
で
、
そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大勢で賑わうゲンキ市武良づくり企画実行委員会が
全国過疎地域自立促進連盟会長賞を受賞 !

３
不便で元気な武良づくり

荒廃地に１万本のひまわり

を植え、見事に咲かせたことが

記憶に新しいポレポレ文化村。「ポ

レポレ」とは、スワヒリ語で「ゆっ

くりゆっくり」という意味。

中村の物産を集めた「ゲンキ市」では「藻

塩ラーメン」、「オリジナルＴシャツ」の試験販

売など、コミュニティビジネスへの可能性も探っ

ています。

代表の水原起人さんは、「私たちの団体は、毎日

の生活の中からヒントを得て行動します。常に進

化、刺激にこだわりながら新原始人化をめざす･･･

そんなスタイルを楽しんでいます。」と語ってくれ

ました。

平成15年に島後の５漁協

が合併した際、地元有志で旧

中村漁協の経営から独立しス

タート。中村特産である「あ

ごだし」、「干物」、新鮮な

魚のすり身など、地場産品の販

売加工等を行っています。

中村海水浴場にある食堂では、サ

ザエ丼等近海で獲れる食材を使った料理

を提供し、訪問者との交流の場となっています。

Ｉターン者２名も精力的に活動しており、現在

では、新たな商品開発や販売ルー

トの拡大にも力を注いでいます。

パートの方も含め約 30 人の雇用

の場となっており、中村にとっ

て欠かすことのできない存在と

言えるでしょう。

平成９年に、地元の主婦14名で結成されたおふくろの

里。徹底的にこだわった減塩味噌から作り始め、さらに、

地元でとれた野菜や山菜をメインに惣菜作りを行ったと

ころ、地元の高齢者宅を中心に注文が殺到したそうです。

宅配も行っており、家庭で自立するお年寄りの大きな支

援となっています。

「ここの自慢は、米、野菜などほとんどの材料が自分

たちの手作りだということ。特に休耕田で栽

培した大豆でつくる「武良みそ」には

自信があります。」と笑顔で語って

くれたメンバーの皆さん。「自

分で食べて安心なものを食べ

ていただく。」というポリ

シーのもと、自らも楽し

みながら、地域の健康づ

くりに取り組んでいます。

「美しい武良の環境を守ること」これは、

武良自治会活動の近年のテーマとも言えます。

４００人が参加する「白島クリーン作戦」や、

中村川周辺の花壇設置・植樹など、住民総出

で取り組んできました。

現在最も力を入れているのが、家庭の生ゴ

ミゼロ運動。生ゴミの堆肥化が簡単

にできるダンボールコンポスト

を使ったゴミ減量に挑戦して

います。武良自治会長の松

本福二さんは、「中村を

発信地として、この活

動が島全体に広がって

いくことを願ってい

ます。」と語ってお

られました。

田舎を逆手にとった暮らしや楽しみ方を観光で訪れる方に発

信したい。」と、平成17年より西村の自宅離れを利用して、陶

芸などの体験民泊を行っているのは、土井幸子さん。

そして、昨年から現役を離れた多くの知識・経験・技術を持

っている10名のメンバーと「幸塾」をオープンさせました。

和服のリフォーム・布草履作り・陶芸などの体験講座を開い

たところ、物づくりをする人たちの交流の場、情報交換の場

に。昨年の白島まつりでは、古着を使ったファッションショ

ーを企画、大成功させました。

最近は、古着を活かした商品などを置く「ブティック風なお

店」をめざしているという土井さん。「島内の交流が広がり、そ

れが資源となって全国との交流につながれば･･･。」と明るい笑顔で

語っておられました。

1万本のひまわり畑には
大勢の人が訪れました

元気のひけつは手作りにこだわること

古着を使ったファッションショー
「パリコレ風 武良コレ 何コレ？ショー」は大盛況

新しい県道脇に花壇を設置
四季折々の花が楽しめます

Ｉターン者も加わり、
新商品の開発に
余念がありません

さいわいさいわいさいわいさいわい



町の一年を振り返る

４５
町の一年を振り返る

豪
雨
災
害
発
生

島
内
全
域
で
甚
大
な
被
害

な
る
時
間
雨
量
１
３
１
ミ
リ
を
記
録
す
る
な

ど
、
集
中
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
豪
雨

で
住
宅
10
棟
が
全
半
壊
、
床
上
・
床
下
浸
水

３
５
０
棟
以
上
、
道
路
は
町
道
・
県
道
・
農

林
道
が
各
地
で
寸
断
さ
れ
、
農
林
道
は
復
旧

に
数
年
を
要
す
る
被
害
、
そ
の
他
河
川
、
農
地
、

下
水
道
施
設
、
橋
、
学
校
な
ど
広
範
囲
に
渡

っ
て
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
４
ヶ
月
弱
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

影
響
は
大
き
く
完
全
復
旧
に
は
程
遠
い
状
況

で
す
。
町
で
は
、
災
害
復
旧
費
に
国
の
補
助

が
受
け
ら
れ
る
激
甚
災
害
の
指
定
を
国
、
県

に
要
請
す
る
な
ど
、
町
と
し
て
も
一
日
も
早

い
復
旧
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

中
村
と
西
郷
を
結
ぶ
県
道
中
村
津
戸
港
線

で
最
後
に
残
っ
た
１
・
６
㎞
区
間
が
完
成
し
、

７
月
22
日
、
中
村
地
区
の
秋
原
ト
ン
ネ
ル
内

で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
区
間
は
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
が

続
く
危
険
な
道
路
で
し
た
が
、
新
道
が
開
通

し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
村
～
原
田
間
の
道
路

は
全
線
２
車
線
と
な
り
ま
し
た
。
生
活
道
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
白
島
や
浄
土
ヶ
浦
な

ど
の
観
光
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
し
易
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
観
光
面
で
も
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
31
日
未
明
、
町
内
で
激
し
く
降
っ
た

雨
は
布
施
と
那
久
で
県
内
観
測
史
上
最
大
と

　

災
害
の
傷
跡
も
ま
だ
生
々
し
い
９
月
15
日

と
16
日
の
両
日
、
隠
岐
水
産
高
校
の
百
周
年

を
祝
う
第
十
三
回
隠
岐
古
典
相
撲
大
会
が
、

隠
岐
水
産
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
作
ら
れ
た
特

設
土
俵
で
行
わ
れ
、
力
士
２
０
０
人
が
15
時

間
に
渡
り
、
３
０
０
番
以
上
の
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

隠
岐
古
典
相
撲
が
行
わ
れ
る
の
は
、
昨
年

の
隠
岐
空
港
開
港
記
念
大
会
に
続
き
２
年
連

続
。
今
回
は
豪
雨
災
害
の
直
後
と
い
う
こ
と

で
力
士
や
関
係
者
の
中
に
も
被
害
に
あ
っ
た

人
が
多
く
延
期
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
被

　

隠
岐
水
産
高
校
創
立
百
周
年
の
祝
賀
行
事

と
し
て
は
前
述
の
隠
岐
古
典
相
撲
が
先
に
な

り
ま
し
た
が
、
10
月
６
日
に
は
百
周
年
記
念

式
典
が
、
他
に
も
記
念
行
事
と
し
て
全
隠
岐

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会
、
記
念
水
高
祭
を
開

催
し
、
改
め
て
百
周
年
と
い
う
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

　

隠
岐
水
産
高
校
は
、
明
治
40
年
の
創
立
か

ら
隠
岐
の
水
産
業
の
大
き
な
柱
と
し
て
約
７
，

０
０
０
名
の
生
徒
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

災
者
の
方
に
少
し
で
も
早
く
元
気
を
出
し
て

も
ら
お
う
と
、
予
定
通
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
災
害
復
旧
に
追
わ
れ
て
い
た
島
に
活

気
を
も
た
ら
し
た
、
忘
れ
ら
れ
な
い
大
会
と

な
り
そ
う
で
す
。

8月31日

第
十
三
回
隠
岐
古
典
相
撲
大
会

災
害
に
負
け
な
い
元
気
を

9月15日・16日

隠
岐
と
日
本
の
水
産
業
を
支
え
る

隠
岐
水
産
高
校
百
周
年

10月6日

池のようになった布施・黎明トンネル前

ＯＢの福岡・竹谷も祝いに駆けつけました

災害復旧に追われる中、島を元気づけました

隠
岐
国
分
寺
が
焼
失

蓮
華
会
舞
は
中
止

　

２
月
25
日
午
後
、
隠
岐
国
分
寺
の
本
堂
か

ら
出
火
し
、
約
１
時
間
後
に
鎮
火
し
ま
し
た
が

本
堂
は
全
焼
、
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
蓮

華
会
舞
の
面
９
枚
、
毎
年
の
公
演
で
使
わ
れ

る
複
製
の
面
や
衣
装
な
ど
も
焼
失
し
ま
し
た
。

　

例
年
４
月
21
日
に
行
わ
れ
て
い
た
蓮
華
会

舞
の
公
演
は
中
止
と
な
り
、
蓮
華
会
舞
保
存

会
は
再
生
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
を
始
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
11
月
25
日
に
行
わ

れ
た
「
隠
岐
乃
国
伝
統
芸
能
祭
」
で
見
事
に

復
活
を
果
た
し
、
来
年
４
月
は
例
年
通
り
公

演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
８
ペ
ー
ジ
に
関

連
記
事
）
。

　

４
月
９
日
に
は
、
磯
小
学
校
が
開
校
し
ま

し
た
。
磯
小
学
校
は
下
西
小
・
加
茂
小
・
今

津
小
の
３
校
の
新
設
統
合
校
と
し
て
、
平
成

15
年
度
よ
り
建
設
事
業
を
実
施
、
今
年
３
月

28
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
の
式
典

を
も
っ
て
開
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
三
校
か
ら
移
っ
た
84
名
の
児
童
は
、
隠

岐
産
木
材
を
多
く
使
用
し
た
ぬ
く
も
り
の
あ

る
校
舎
で
、
勉
強
に
運
動
に
、
の
び
の
び
と

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
17
日
は
第
２
回
隠
岐
の
島
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
は
青
森
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
29
都
道
府
県

か
ら
合
計
３
１
０
名
の
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ナ
ー
が
、

全
国
屈
指
と
言
わ
れ
る
難
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

初
夏
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
暑
さ
と
の
戦

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
は
頭
か
ら
水
を

か
ぶ
り
、
沿
道
か
ら
の
暖
か
い
声
援
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
ゴ
ー
ル
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ア
リ
ー
ナ
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

来
年
６
月
に
は
第
３
回
大
会
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
回
、
第
２
回
大
会
と
変

わ
ら
ぬ
ご
声
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

2月25日

第
２
回

隠
岐
の
島

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

6月17日

磯
小
学
校
が
開
校

4月9日

待
望
の
武
良
道
路
が
開
通

7月22日

４月９日に行われた開校式典

中村小中学生による渡り初め

朝日を浴びてスタート

～回想・隠岐の島町2007～～回想・隠岐の島町2007～

　平成１９年も残すところわずかとなりました。今年は豪雨災害を

初めとして例年にない大きな出来事が多かったように思います。

新たな年を迎える前に、今年１年を振り返ってみましょう。



まちのできごと

６７
まちの施策

人
材
育
成
に
つ
い
て

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会

総
務
学
校
教
育
課
長

永

海
　

昌

生
涯
学
習
課
長

池

田

賢

治

１
．
学
校
教
育
に
つ
い
て

　

少
子
化
と
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
行
す
る

社
会
状
況
の
中
で
、
教
育
の
果
た
す
役
割
は

よ
り
一
層
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
「
生

き
る
力
」
の
育
成
と
「
心
の
教
育
」
の
充
実

を
基
本
と
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
児

童
・
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
18
年
度

か
ら
制
作
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
、
ふ
る
さ

と
教
育
副
教
材
「
ふ
る
さ
と
隠
岐
」
を
本
年

４
月
に
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
副
教
材
は
、
「
隠
岐
の
地
誌
」
、
「
隠

岐
の
自
然
」
、
「
隠
岐
の
歴
史
」
、
「
隠
岐
の
伝

統
文
化
」
な
ど
隠
岐
の
歴
史
分
野
を
中
心
と

し
た
内
容
で
あ
り
、
隠
岐
の
す
ば
ら
し
さ
を

再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
小
中
学
校
へ
配
付

し
、
よ
り
積
極
的
に
郷
土
学
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
度
か
ら
19
年
度
の
３
年

間
実
施
し
て
き
ま
し
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
協
力
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
も
引

き
続
き
３
年
間
第
２
期
事
業
と
し
て
、
推
進

を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験

や
職
場
体
験
、
生
活
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
り
、
「
見
る
」・「
触
れ
る
」・「
知
る
」・「
理

解
す
る
」
・
「
考
え
る
」
・
「
実
践
す
る
」
・
「
行

動
す
る
」
・
「
提
案
す
る
」
を
視
点
に
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
教
育

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
「
ひ
と
」・

「
も
の
」・「
こ
と
」
を
活
用
し
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
教
育
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
「
学
社
連
携
・

融
合

(

＝
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
が
連
携

し
た
教
育
活
動

)

」
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
に
お
け
る
総
合
的

な
学
習
等
の
時
間
の
活
用
を
は
じ
め
、
公
民

館
活
動
と
の
連
動
性
を
高
め
な
が
ら
、
「
地

域
に
学
ぶ
・
地
域
で
学
ぶ
・
地
域
で
育
む
」

地
域
人
材
の
発
掘
が
必
要
で
あ
り
、
「
ふ
る

さ
と
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
が
中
心
と

な
っ
た
様
々
な
支
援
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
平
成

16
年
度
か
ら
、
県
の
重
点
事
業
と
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
「
放
課
後
子
ど
も
教
室

(

子
ど
も
の
心
安
ら
ぐ
居
場
所
づ
く
り)

」
の

推
進
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
次
世
代
を
担
う
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
た
ち
を
地
域
社
会
全
体
で
育
む
た

め
、
国
の
「
地
域
教
育
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
安
全
で
安
心
し
て
活
動
で

き
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
支
援
を
通

じ
て
、
地
域
の
教
育
力
の
再
生
を
図
る
も
の

で
す
。
放
課
後
や
週
末
に
子
ど
も
た
ち
誰
も

が
自
由
に
立
ち
寄
れ
る
安
全
・
安
心
な
子
ど

も
の
居
場
所
を
設
け
、
地
域
の
方
々
の
協
力

を
得
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
多
様
な
体
験
活

動
や
交
流
活
動
等
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
環
境

を
充
実
さ
せ
ま
す
。
学
校
・
公
民
館
及
び
地

域
指
導
員(

安
全
管
理
員)

等
に
よ
る
実
行

委
員
会
を
設
置
し
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ア
リ
ー
ナ
、

西
郷
・
都
万
・
五
箇
の
各
小
学
校
で
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
活
動
の
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
交
流
活
動
に
つ
い
て
は
、

隠
岐
古
典
相
撲
交
流
、
国
際
交
流
事
業
を
は

じ
め
、
地
域
の
文
化
を
振
興
し
、
後
継
者
を

継
承
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
人
材
を
活
用

し
た
伝
統
芸
能
・
伝
統
技
術
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

３
．
社
会
体
育
に
つ
い
て

　

社
会
体
育
の
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
、
日
本
体
育
協
会
が

文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
、「
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
創
設
を
支
援
し

て
お
り
、
教
育
委
員
会
も
こ
れ
を
受
け
「
し
ま

ね
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
・
協
力

の
も
と
ク
ラ
ブ
設
立
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
推
進
事
業
は
、
「
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
い
つ
ま
で
も
」
身
近
な
地
域
で
各
自

の
興
味
、
目
的
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
出
来
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実

現
を
図
る
も
の
で
、
本
年
度
策
定
し
た
「
第

２
次
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
の
推
進
構

想
の
施
策
と
し
て
、
健
全
育
成
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

４
．
公
民
館
に
つ
い
て

　

「
人
づ
く
り
」
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
が

培
っ
て
き
た
地
域
力
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
証
す

る
た
め
、
４
公
民
館
が
連
携
し
て
「
地
域
力
・

醸
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
置
し
、
地
域
の
大

人
た
ち
が
自
然
の
中
で
遊
び
、
知
識
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
「
ク
ヌ
ギ
の
森
」

の
自
然
活
動
事
業
の
実
績
を
活
か
し
、
人
材

(

財)

育
成
を
支
援
し
ま
す
。

第
７
回

「クヌギの森」自然活動事業

１２月９日

１２月１日 １２月１日

１２月９日

　がんという病気を抱えた人にしか分から

ない色々な悩み、がんの身内を支える家族

でしか分からない苦悩を、患者同士・家族

同士で話しあったり情報交換をする場とし

て、隠岐では初となるがん患者会「サロン

隠岐たんぽぽ」が発足しました。

　１２月１日（土）、隠岐病院で行われた

発会式には、がん患者や家族の方、この活動

に関心のある方など約 30名が集まりました。

代表の永海郁子さんは「今日のやわらかな

日差しのようにあたたかく、この活動の輪

を拡げていきたい。」と抱負を述べられま

した。

　準備段階からサポートしてきた隠岐病院

スタッフは、「不安や悩みを話すだけでも

気持ちの整理がついたり、悩みを解決する

糸口が見えてきたりすることもあります。

気分転換や癒し、情報交換の場として、是非

ご利用下さい。」と語っていました。

　このサロンは毎月１日と 16 日の午後２時

から４時、隠岐病院２階の講義室で開設さ

れます。申し込み等も不要ですので、関心の

ある方は、立ち寄ってみてはいかがでしょう。

　家庭教育へ父親が参加する

ことの大切さや、子供が地域

の方々と交流を深めることを

目的とした「地域とのふれあ

い活動～楽しく作って遊ぼう

～」が、１２月９日（日）開催

されました。中村小中学生と

保護者、地域の方たち１４４

名が参加し、木工や竹細工、

巾着作り等を通してふれあい

ました。

素材として期待されている“リグノフェノール“ を抽出する木質

バイオマス事業を推進しており、このシンポジウムではその実現

に向けて住民１５０人と理解を深めました。

　基調講演としてリグノフェノール研究の第一人者、三重大学生

物資源学部の舩岡正光教授が、高度なリサイクル素材であるリグノ

フェノールの優れた点や、松枯れの松や風倒木からも抽出できる

ことで、これまで廃材とされていたそれらが素材としての価値を

失わないことなどを話しました。

　また、続いて行われた関係者・識者の方々によるパネルディス

カッションでは、これから事業化していくにあたっての雇用創出

やプラントの安全性、経済効果などについて参加者から質問があ

り、活発な議論が交わされました。

　隠岐ＮＰＯセンター

準備会の主催による

「隠岐の島里山活性

化シンポジウム」が

１２月１日（土）、役場

ふれあいセンターで

開催されました。

　隠岐の島町では、

車の車体やプラス

チックに替わる新

がん患者会
”サロン隠岐たんぽぽ”が発会

外は寒くてもプールはアツい
第２回隠岐の島町水泳競技会開催

子供と保護者、地域で交流
中村「地域とのふれあい活動」

「隠岐の島里山活性化シンポジウム」開催
里山復活の鍵は新物質”リグノフェノール”

　冬の足音が近づいてきた１２月９日（日）、町立屋内

温水プールで「第２回隠岐の島町水泳競技会」が開催さ

れました。

　この水泳競技会は昨年、１５年ぶりに復活してから今年

は２回目の開催。幼児から７０代までの５５人が、元気

一杯の泳ぎを披露しました。

　 近メタボ気味という方も、健康増進・運動不足の解消

めざして水泳を始めてみませんか？



まなびのひろば

８９
まなびのひろば

隠岐の島町教育委員会
TEL ０８５１２-２-２００６
Mail okidogo@mx.miracle.ne.jp

「おはなしのへや」町の元気印町の元気印町の元気印町の元気印
第２１回第２１回

１月２０日（日）から１月２５日（金）までの６日

間は蔵書点検のため図書館は休館となります。

　利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけいたし

ますがご了承ください。

・・・蔵書点検とは・・・

本とデータを照合し、実際にその本が正しい

場所に収まっているかを確認していく作業です。

・本に貼ってあるバーコードをひとつひとつ携帯

　端末機でなぞります。

・読み込んだデータと所蔵データを照合し、合わ

　ないものは追跡調査します。あるべき場所にな

　い本や、行方不明の本などが対象となります。

利用者の方が求める資料を確実に、迅速に提供

していくために必要な作業です。ご理解とご協

力をお願いします。

＊蔵書点検をお手伝いしてくださるボランティ

アの方を募集しています。

図書館にある資料は町民の皆様のものです。破い

たり、汚したりということのないように大切に扱っ

てください。破けていたり、ページが外れてしまって

いる本を発見したら自分で修理せず、職員に教えて

ください。こちらで補修します。

また、最近は心無い利用者の方によっての書き込

みや、切り抜きなどといった問題もあります。

図書館の資料はたくさんの方が利用するものです

ので、誰もが気持ちよく利用できるようにしましょう。

紛失、補修不能の場合は弁償していただくことに

なりますのでご了承ください。

　昨年度好評だったクリスマスミニコンサート、ス

プリングミニコンサートに続き、今年度はニューイ

ヤーコンサートを企画中です。詳しくはチラシなど

でお知らせ致しますのでお楽しみに！！

図書館からのお願い蔵書点検に伴う 休館のお知らせ

♪ニューイヤーコンサート企画中です♪

としょかん ●開館時間 10時 ～18時
●休 館 日（月曜日・第３日曜日・祝日）
※祝日が月曜、第３日曜と重なった
　場合は翌日も休館

隠岐の島町立図書館
電 話 08512-2-2341

ＦＡＸ 08512-2-9198
メール s-tosho@mx.miracle.ne.jp

　今回の元気印は、町立図書館を拠点に活動して

いるグループ「おはなしのへや」です。昭和６１年

６月に発足してから、子どもたちに本の読み聞か

せやブックトーク等の活動を続けています。昭和

６０年に隠岐島文化会館ができたときに、当時の

公民館職員が本離れを防ぐため「ストーリーテリ

ングをはじめたいので一緒にやらないか」と仲間

を募ったのが発足のキッカケ。以来、毎週土曜日３

時から町立図書館で本の読み聞かせを開催してい

るほか、保育所に出かけての読み聞かせや小学校

に出かけてブックトークを行ったり、町立図書館

で開催するクリスマス会やイベントの協力を２０

年以上行っています。現在の会員は１１名。

　「平成１９年８月から４ヶ月健診児に絵本を配るブックスタートが隠岐の島町でも始まりました。小さいとき

から本に親しむことで、想像力を育み、大きくなってからも対人関係が上手になるなどの効用があります。親子

のふれあいも本を読んであげることで楽しく始められますよ。」と語る代表の秋庭ゆみ子さん。「子どもたちに

本に親しんでもらいたいという思いでスタートしました。話を聞いているときの子どもたちのキラキラした眼に

ひかれて、離れられなくなるんです。ブックトークで自分が紹介した本を子どもたちが読んでくれるとうれしく

なります。一緒に活動してみたい人は気軽に声を掛けてください。」とのこと。これからも本を楽しむ輪を広げ

てください。がんばれ、「おはなしのへや」！

　駅鈴と同じく、玉若酢命神社宮司億岐家に伝わるものです。

　奈良時代の頃、諸国において税を徴収し貯蔵しておく倉がありま

した。そのうち、正税を貯蔵するものを正倉といい、各郡家（郡役所）

の近くの、小高い湿気の少ない場所を選んで建てられていました。

この正倉に貯蔵されている正税の出納の際に使用されたのが、正倉

印です。国司が所持し、出納の事務処理に関して捺印したものと思

われます。現在残っているのは駿河国、但馬国、隠岐国の３つだけ

です。昭和１０年４月３０日に国の考古資料に指定されています。

～ しまのたからもの～～ しまのたからもの～ Ｖｏｌ．４Ｖｏｌ．４

銅印『隠伎倉印』
お き そ う い ん

　

11
月
25
日
、
隠
岐
島
文
化
会
館
に
て

「
隠
岐
乃
國
伝
統
芸
能
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞
が
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
２
月
25
日
に
発
生
し
た
国
分
寺

火
災
以
来
中
止
さ
れ
て
い
た
舞
が
復
活

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

演
目
は
全
９
演
目
中
「
行
道
」
「
眠
り

仏
」
「
獅
子
舞
」
「
麦
焼
」
「
竜
王
」
の
５

演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
26
日
に
は
新
調
し
た
用
具
を
審
査

す
る
た
め
、
専
門
の
委
員
で
構
成
す
る

蓮
華
会
舞
用
具
新
調
検
討
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
お
お
む
ね
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
で
き
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
製
作
し
た

用
具
は
大
小
あ
わ
せ
て
２
百
点
に
も
及

び
ま
し
た
が
、
蓮
華
会
舞
保
存
会
の
復
興

に
か
け
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ
熱
意
に
よ

り
、
事
業
期
間
約
６
ヶ
月
間
と
い
う
短

期
間
に
て
揃
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
３
月
２
日
に
島
根
県
民
会
館

で
の
公
演
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
４
月

21
日
に
は
待
望
の
隠
岐
国
分
寺
で
の
舞

奉
納
と
な
り
ま
す
。

眠
り
仏

竜
王

獅
子

麦
焼

蓮華委員会の様子



社会福祉協議会
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№19

E-mail info@oki-fukushi.net

URL http：//www.oki-fukushi.net

社会福祉法人 隠岐の島町社会福祉協議会
ＴＥＬ 08512 (2)0685
ＦＡＸ 08512 (2)4517

昭和３６年隠岐高卒同期会隠岐役員一同

株式会社　隠岐ガス

パッチワークキルト絆

松江地方法務局西郷支局

株式会社　ヤマダヤ

隠岐遊技業組合

淡交会隠岐　代表 笠松 富枝

島根県高等学校教職員組合

松江西高等学校生徒会

谷村　美都子

小柏　美金

梅木　輝男

井奥　強

出川　博康

山石　元美

仕立　美代子

安部　徳重

梶村　光男

樋口　徹

高橋　裕美子

小幡　美香

酒井　眞由弥

吉田　正

他、匿名１１名

―

中町

栄町

城北町

平

有木

蛸木

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市
岡山市

大阪府

城北町

原田

島根学生災害ボランティアネットワーク

美容室ヒーロー

中国電力検針集金員労働組合松江支部

自治労島根県本部

連合島根松江隠岐地域協議会

国際ソロプチミスト松江
国際ソロプチミスト日本西リジョン

第１９回池田市商業祭実行委員会

隠岐の島町職員組合

隠岐の島町社会福祉協議会職員一同

企業・団体企業・団体

西町

岬町

東郷

東郷

布施

布施

布施

南方

都万

松江市

松江市

安来市

★ 広報掲載の了解を得られた方のみ掲載しています。（順不同・敬称略）

受付期間

見舞金
総　額

配分先
件　数

千葉県

茨城県

災害見舞金寄付者

隠岐の島町災害見舞金
第１回配分結果報告

（平成１９年１０月３１日までの受付分）

個　人個　人

　隠岐の島町、隠岐の島町社会福祉協議会では、平成

１９年８月３１日の集中豪雨で被災された方々への

災害見舞金を受付けました。

　たくさんの方から、災害支援のための見舞金、温か

い激励をいただき、誠にありがとうございました。被

災されました方々にとりましては、皆様方の力強い励

まし、お心づかいが大きな心の支えとなりました。

　平成１９年１１月９日、隠岐の島町、隠岐の島町民

生児童委員協議会、隠岐の島町社会福祉協議会の３者

で構成される見舞金配分委員会において、住宅被害調

査をもとに全壊・半壊・一部損壊・床上浸水の被害に

あわれた１３３世帯への配分方法を決定し、民生児童

委員の皆様のご協力を得て被災された方々へ届けさせ

て頂きました。

平成19年9月10日～10月31日

42件　1,852,710円

全　　壊 … 1件　半　　壊 … 15件

一部損壊 … 6件　床上浸水 … 111件

見舞金受付期間を

平成２０年１月３１日まで延長しています。

１１
社会福祉協議会

　

見
舞
返
し
や
香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
々

よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
に
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
は
本
町
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
篤
志
御
礼

　

島
根
県
建
設
業
協
会

　
　
　
　
　

 

隠
岐
支
部
青
年
部
会　

様

　

更

生

保

護

女

性

会　

様

昭
和
十
二
年
西
郷
町
立
尋
常
高
等
小
学
校

　

尋
常
一
年
生
入
学
者
有
志 

　

様

　

余
芸
大
会
実
行
委
員
会
（
母
子
会
）
様

■
見
舞
御
礼
（
金
一
封
）

　

北　

方　
　

永　

海　

 

ナ　

ツ　

様

　

都　

万　
　

嘉　

本　

 

広　

俊　

様

■
香
典
御
礼
（
金
一
封
）

　

原　

田　
　

柴　
　
　

 

敬　

子　

様

　

那　

久　
　

村　

上　
　

 

栄 

　

 

様

　

有　

木　
　

滋　

野　
　

 

勝 

　

 

様

　
　

平　
　
　

高　

井　

 

寿　

文　

様

　

蔵　

田　
　

村　

上　

 

静　

夫　

様

　

有　

木　
　

村　

上　

 

勝　

義　

様

　

下　

西　
　

藤　

野　

 

英　

夫　

様

　

原　

田　
　
　

萬　
　
　

 

屋　

 
 

様

　

神
戸
市　
　

八　

幡　

 

伸　

男　

様

　

港　

町　
　

川　

合　

 

由
理
奈　

様

　

原　

田　
　

安　

部　

 

常　

夫　

様

善
意
の
花
の
コ
ー
ナ
ー

平
成
19
年
12
月
12
日
ま
で
の
受
付
分

社協お知らせ版

修学資金貸付のご案内

貸付対象世帯／低所得世帯

貸付限度額

貸付利子／なし

夢ファクトリー事業

募集期間

地域活動支援事業

返済期間／２０年以内

　高校・大学・専門学校等の入学・修学に必要な経費

を貸付けます。下記以外にも貸付要件があります。

※世帯の収入が下表の基準額以下の世帯（月額）

※月額

世帯人数

２～３人世帯

４ 人 世 帯

５人以上世帯

高 等 学 校

高専・短大

大　　　学

収入基準額（１人当たり）

７５，０００円

７２，０００円

７０，０００円

３５，０００円 以内

６０，０００円 以内

６５，０００円 以内

おてつだいネットワークいろは
協力会員募集中

活動内容

活 動 料

活動料・年会費

・居室の簡単な掃除　・外掃除（草刈・草取り 等）

・畑の荒おこし　　　・ゴミ出し　等々

1時間 600円　30分 300円（交通費含む）

活動時間に応じてお支払いします。

・入会金 1,000円　　・年会費 1,000円

◎ あなたあなたの「力「力」… 活かしてみませんか？活かしてみませんか？

担当 ／ 小林 担当 ／ 松林

担当 ／ 和田

地域づくりに活かそうしまねいきいきファンド
健康・康・生きがいづくりや地域活動を通して活力ある地域づくりを進めるために生きがいづくりや地域活動を通して活力ある地域づくりを進めるために

中高年齢者の皆さんが自主的に実施されるグループ活動を応援します。中高年齢者の皆さんが自主的に実施されるグループ活動を応援します。

　中高年齢者が自らの知識・経験等を活かして、生産活動及びサービス提供を行い、その対価をもって活動

の継続を図るとともに、地域づくりに寄与する事業。

■対 象 者 ／ 中高年齢者グループ（概ね50歳以上、10人以上）

　中高年齢者が地域住民と協働して、社会参画活動やボランティア活動等を行い、地域づくりや地域での支え

合い活動の推進に寄与し、継続できる事業。

■対 象 者 ／ ① 中高年齢者グループ（概ね50歳以上、10人以上）

　　　　　　 ② 地域活動を目的とするグループ（中高年齢者の方を中心、10人以上）

（助成限度額：２００万円 ただし総事業費の１／５の自己負担が必要）

平成２０年２月２９日迄

（助成限度額：１００万円）

attaka‐heart informationattaka‐heart information
お問い合わせ先 電話番号お問い合わせ先 電話番号 ２-０６８５



公民館コーナー

１２１３
お知らせ

①　

凧
あ
げ
は
、
近
く
に
電
線
な
ど
の
な
い

　

広
い
と
こ
ろ
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

②　

万
一
、
凧
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は

　

絶
対
に
自
分
で
取
ろ
う
と
し
な
い
で
、
す

　

ぐ
に
近
く
の
中
国
電
力
へ
お
知
ら
せ
く
だ

　

さ
い
。

③　

電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。

※　

こ
の
ほ
か
に
も
、
切
れ
た
電
線
や
垂
れ

下
が
っ
た
電
線
は
感
電
の
お
そ
れ
が
あ

り
、
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
近
づ
い
た

り
触
れ
た
り
せ
ず
に
、
お
近
く
の
中
国
電

力
の
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

母
子
家
庭
の
方
や
寡
婦
の
方
な
ど
を
対
象

に
、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
資
金
を
、
低
利
子
ま
た
は
無
利
子
で
お
貸

し
す
る
貸
付
制
度
で
す
。

●
例
え
ば
こ
ん
な
と
き
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
事
業
を
始
め
た
い
と
き
。
ま
た
営
ん
で
い

　

る
事
業
を
続
け
る
の
に
資
金
が
必
要
な
と

　

き
。

・
子
ど
も
さ
ん
が
学
校
に
進
学
す
る
た
め
の

　

費
用
が
必
要
な
と
き
。

　

（
来
年
４
月
以
降
の
進
学
等
に
つ
い
て
の

　

申
請
も
で
き
ま
す
）

・
仕
事
を
す
る
た
め
に
必
要
な
技
能
・
能
力

　

を
習
得
し
た
い
と
き
。

・
就
職
す
る
た
め
の
準
備
費
用
が
必
要
な
と

　

き
。

・
住
宅
の
補
修
な
ど
や
、
引
っ
越
し
費
用

　

が
必
要
な
と
き
。

・
母
子
家
庭
に
な
ら
れ
て
間
も
な
い
た
め
、

　

生
活
が
安
定
し
な
い
と
き
。

・
失
業
や
、
疾
病
な
ど
の
た
め
、
生
活
費
や

　

医
療
費
が
一
時
的
に
足
り
な
い
と
き
。

・
子
ど
も
さ
ん
が
結
婚
さ
れ
る
た
め
の
資
金

　

が
必
要
な
と
き

“
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
”
こ
ん

な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
の
仕

事
に
国
民
の
良
識
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
選
挙
権
を
有
す
る
一
般
国
民
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官

が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
善
し
悪

し
を
審
査
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

西
郷
検
察
審
査
会
事
務
局
（
松
江
地
方
裁

　

判
所
西
郷
支
部
内
）

●
貸
付
資
金
の
種
類

　

貸
付
資
金
は
使
用
目
的
に
よ
っ
て
、
事
業

　

開
始
資
金
、
事
業
継
続
資
金
、
修
学
資
金
、

　

技
能
習
得
資
金
、
就
職
支
度
資
金
、
生
活

　

資
金
、
住
宅
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貸
付
資
金
の
種
類
に
よ
っ
て
貸
付

　

限
度
額
や
償
還
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
隠
岐
の
島
町
福
祉
事

　

務
所(

役
場
福
祉
課
内)

に
お
問
い
合
わ

　

せ
下
さ
い
。

電
話　

２
‐
８
５
６
１
（
隠
岐
の
島
町
福
祉

事
務
所
直
通
）

凧
あ
げ
に
よ
る
電
気
災
害
事
故
の

未
然
防
止
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

第3回隠岐の島ウルトラマラソン
2008.6.15(日) 開催決定！！

第3回隠岐の島ウルトラマラソン
2008.6.15(日) 開催決定！！

●町民の皆様へ
　暑い道端で、大声で水を手渡してあげた子ども

達や婦人会の方々、手作りの歓迎横断幕・・・

この町に訪れてくれたすべての人に、飾らず、気

取らず、ふれあう事がなにより一番のおもてなし

です。それが我が町の力です。隠岐の島ウルトラ

マラソン最大の魅力は、島中に咲く 「人情の花」

空間です。皆様のご活躍、ご協力を期待してま

す。頑張りましょう！

大会の詳細については、次号でお知らせします！
正月のお休みで帰省されているご家族、お友達の方々に
大会開催決定をお知らせ下さい！

　

11
月
３
日
（
土
）
好
天
の
秋
空
の
も
と

水
若
酢
神
社
境
内
の
相
撲
場
に
お
い
て
、

伝
統
の
五
箇
地
区
相
撲
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

種
目
は
、
小
学
生
の
五
人
抜
き
か
ら
始

ま
っ
て
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
、
親
子

相
撲
、
職
場
対
抗
戦
、
地
区
対
抗
団
体
戦

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
保
育
園
の
ち
び
っ
子
力
士
も

参
加
し
、
可
愛
ら
し
い
取
り
組
み
に
観
客

か
ら
は
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
親
子
相
撲
で
は
、
お
父
さ
ん
の
力

強
さ
と
子
ど
も
の
成
長
を
喜
ぶ
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
取
り
組
み
が
会
場
を
な
ご
ま
せ
ま

し
た
が
、
中
に
は
お
父
さ
ん
が
２
番
続
け

て
負
け
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
（
？
）
が
あ
っ
て
、

会
場
は
笑
い
と
拍
手
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
一
般
力
士
の
勝
負
を
賭
け
た

激
し
い
戦
い
が
夕
方
ま
で
繰
り
広
げ
ら

れ
、
年
に
一
度
の
伝
統
の
相
撲
大
会
は
盛

会
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
（
火
）
〝
大
人
も
自
然
を
楽

し
も
う
〟

を
テ
ー
マ
に
、
第
一
回
ク
ヌ

ギ
の
森
外
伝

〝
ク
ロ
マ
ド
ボ
タ
ル
を
探

し
に
い
こ
う
〟

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ク
ロ
マ
ド
ボ
タ
ル
は
、
隠
岐
の
島
町
内

で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
、
陸
生
の
ホ
タ

ル
の
一
種
で
す
。
一
般
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
有
名
で
す
が
、
日

本
に
は
そ
れ
ら
以
外
に
も
ホ
タ
ル
が
い
る

こ
と
、
ホ
タ
ル
の
光
が
夏
だ
け
で
な
く
秋

に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
、
ま
た
一
つ
自
然
の
楽
し
み

を
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
開
催
し
ま
し
た
。

五
箇
公
民
館

五
箇
公
民
館

西
郷
公
民
館

西
郷
公
民
館

公公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ーのこった！のこった！保育園児も参加！

親子相撲で会場もなごやかに！

　

実
は
、
ホ
タ
ル
の
光
と
い
っ
て
も
成
虫

で
は
な
く
、
幼
虫
の
ひ
か
り
で
す
。

　

当
日
は
10
名
の
参
加
者
と
と
も
に
、
真

っ
暗
闇
の
森
の
中
を
小
さ
な
光
を
求
め
て

探
し
回
り
ま
し
た
。
探
し
始
め
て
、
ほ
ん

の
２
分
後
、
「
な
に
か
光
っ
て
る
」
の
第

一
声
。
全
員
が
注
目
す
る
中
、
こ
の
日
、

初
め
て
と
な
る
ホ
タ
ル
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
見
つ
か
っ
た
幼
虫
は
、

体
長
５
㎜
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
幼
虫
で

し
た
が
、
見
つ
け
る
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
の

か
、
そ
の
後
、
次
か
ら
次
へ
と
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
最
終
的
に
は
20
匹
程
度
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
ク
ロ
マ
ド
ボ
タ
ル
で
は

な
く
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
幼
虫
ば
か
り
で
し
た
。

　

次
回
の
開
催
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。



行事予定

１４

 1日

 2日

 3日

 4日

 5日

 6日

 7日

 8日

 9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

スポーツ少年団交流ドッジボール大会
9:00～（レインボーアリーナ）

年金相談 13:00～16:00（ふれあいセンター）

牛突き初場所大会 13:00～（モーモードーム）

今津のとんど 8:00頃～

年金相談 9:00～12:00（ふれあいセンター）

●生活保護相談・母子相談
　隠岐の島町福祉事務所
　　℡２－８５６１　平日８：３０～１７：００
●児童相談
　隠岐の島町子育て支援室
　　℡２－８５７７　平日８：３０～１７：００
●保健所相談窓口
　隠岐保健所　℡　２－９７０１
●島根いのちの電話
　社会福祉法人島根いのちの電話事務局
　　℡0852-32-5985　毎日　９：００～２２：００
●警察の相談窓口電話
　被害者相談　　℡0120－556－491
　悪質商法　　　℡0852－27－4649
　性犯罪　　　　℡0120－110－267
　ストーカー　　℡0852－24－9110
●隠岐法律相談センター予約受付
　　℡0852－21－3450
　※前日1７：０0までに予約が０件の場合は
　　開催しませんのでご了承ください。

各種相談窓口お気軽にご相談ください！

年末年始の窓口業務について
火

水

木

金

土

日

月

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

月

火

水

木

木

金

土

日

火

水

木

金

土

日

松直し

役場開庁

図書館開館

消防出初式

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

完全寺 念仏会

成人の日

図書館休館日

図書館休館（蔵書点検のため25日まで）

文化財防火デー

元日

隠岐法律相談センター
13:00～15:00（文化会館）※有料・要予約

年末年始の期間（１２月２９日～１月３日）役場は閉庁と
なりますが、戸籍届出（出生・死亡、婚姻、転籍等）につ
いては役場本庁、各支所の宿直担当職員が対応いたし
ます。（中出張所は宿直がありませんので対応できませ
ん）庁舎の表玄関は閉まっておりますので、ご用の際は
裏玄関からお入り下さい。

※ごみ収集、水道当番事業者については、１２月１３日発行
のお知らせ便をご覧下さい。

１５
広　　告

中国電力（株）
隠岐営業所

島根県隠岐
合同庁舎

西郷湾

国道４８５号線

Ｐ

ドコモショップ隠岐店
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一
・
月
・
一
・
話

一
・
月
・
一
・
話

気
象
庁
に
よ
る
と
、
海
洋
現
象
「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
」

の
影
響
で
、
こ
の
冬
は
寒
く
な
る
可
能
性
が
高
く
な

る
そ
う
で
す
。
何
か
と
多
忙
で
不
規
則
な
生
活
に
な

り
が
ち
な
年
末
年
始
は
、
寒
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
は
じ
め
た
と
い
う
話
も
あ

り
、
特
に
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
節
で
す
。

健
康
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
財
産
。
「
体
が
資

本
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。
健
康
志
向
の
高

ま
り
で
、
体
へ
の
影
響
を
考
え
た
生
活
へ
の
関
心
が

集
ま
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
多
く
の
健
康
法
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
「
腹
八
分
で
医
者
要
ら
ず
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
通
り
、
暴
飲
暴
食
を
避
け
、
適
度
に
運
動

す
る
と
い
う
の
が
遠
回
り
の
よ
う
で
一
番
近
道
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
腹
八
分
～
」
の
後
に
は
「
腹
六
分
で
老
い
を
忘

れ
る
」
と
続
き
ま
す
。
今
月
は
５
日
に
上
の
写
真
に

も
あ
り
ま
す
老
人
ク
ラ
ブ
の
体
力
測
定
、
９
日
に
温

水
プ
ー
ル
で
水
泳
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
ど
ち
ら
も

元
気
な
お
年
寄
り
の
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。
飽
食
の

現
代
で
す
か
ら
「
腹
六
分
」
で
も
十
分
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
「
腹
六
分
」
の
後
に
は
「
腹
四
分
で

仏
に
近
づ
く
」
と
続
き
ま
す
。
悟
り
を
ひ
ら
く
ま
で

と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
年
末
年
始
、
ま
ず
「
腹

八
分
」
か
ら
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

（
安
）

   

   

 
世 数

人口

男

女

帯

お し1
表紙題字　　脇田 泰造氏（下西）

高齢者が生活の質を高め、生きがいある生活を送る

ことを目的に、１２月５日、「隠岐の島老人クラブ体力

測定事業」が行われました。写真は準備運動の様子

です。目指すは生涯現役！

島
内
の
養
護
学
校
や
授
産
施
設
等
に
よ
る

発
表
会
「
第
24
回
み
ん
な
で
つ
く
る
発
表
会
」

が
、
12
月
１
日
（
土
）、
隠
岐
島
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
団
体
は
隠
岐
養
護
学
校
、
み
ん
な
の

作
業
所
、
授
産
施
設
あ
じ
さ
い
、
仁
万
の
里
、

ま
た
協
力
団
体
と
し
て
都
万
中
学
校
が
参
加

し
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
各
団
体
が
隠
岐
を
題
材
と

し
た
演
劇
や
歌
を
披
露
。
一
生
懸
命
練
習
し

た
成
果
を
発
揮
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大森島の所属を巡る伝説を題材にした
仁万の里の演劇「大森島奮戦記」

が
ん
ば
る
仲
間
た
ち
の

第24回
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